
数学１ ４章 比例・反比例 「反比例の表, 式, グラフ」＜準備問題＞

組 番 名前

１ 次の（１）～（３）について，ｙをχの式で表しなさい。また，このうちｙがχに反

比例するものを選びなさい。

（１）面積が１２㎝ の長方形の縦の長さをχ㎝，横の長さｙ㎝。２

（２）１ の牛乳からχ 飲んだときの残り 。L mL y mL

（３）２４０㎞の道のりを時速χ㎞の車で行くときかかる時間ｙ時間。

ｙがχに反比例するもの（ ）

２ 次のア～エの式の中から，下の にあてはまるものを選び記号で答えなさい。（１），（２）

５ ２ ５ ７
ア ｙ＝ イ ｙ＝ ウ ｙ＝－ エ ｙ＝－

， ， ，χ χ χ χ

（１）χ＞０の範囲で，χの値が増加すると，ｙの値も増加するもの

（２）χ＜０の範囲で，χの値が増加すると，ｙの値が減少するもの



＜準備問題・解答＞数学１ ４章 比例・反比例 「反比例の表，式，グラフ」

１ （１） １２ （２）ｙ＝１０００－χ （３） ２４０
ｙ＝ ｙ＝

χ χ

ｙがχに反比例するもの（１ （３））

２ （１）ウ，エ（順不同可） （２）ア，イ（順不同可）



数学１ ４章 比例・反比例 「反比例の表，式，グラフ」＜基本問題＞

組 番 名前

１ 次の（１ （２）について， を の式で表しなさい。）， y x
（１） は に反比例し，比例定数が－６である。y x

（２） は に反比例し， ＝－３のとき ＝－２である。y x x y

２ 次の（１ （２）について，対応表を完成させ，グラフに表しなさい。），

６
（１）ｙ＝－

χ

・・ ･･･χ -6 -3 -2 -1 0 1 2 3 6

・・・ ･･･ｙ ×

４
（２）ｙ＝

χ

・・・ ・・・χ -4 -2 -1 0 1 2 4

ｙ
・・・ ・・・×

３ 右の（１），（２）のグラフについて，

それぞれｙをχの式で表しなさい。

（１）

（２）

ｙ

5

χ
-5 O 5

-5

ｙ( ) ( )1 2

5

χ
-5 O 5

-5

( ) ( )2 1



＜基本問題・解答＞数学１ ４章 比例・反比例 「反比例の表，式，グラフ」

１ （１） ６ （２） ６
ｙ＝ ｙ＝−

χ χ

【解説】

a a
(２) ＝ に ＝－３， ＝－２を代入して，－２＝y x y

－３x

よって， ＝６a

（１） （２）y
２

5(１)

・・・ ・・・χ -6 -3 -2 -1 0 1 2 3 6

・・・ ・・・ｙ 1 2 3 6 × -6 -3 -2 -1

χ5 ０ 5
(２)

・・・ ・・・χ -4 -2 -1 0 1 2 4

・・・ ・・・ｙ -1 -2 -4 × 4 2 1

5（対応表は，それぞれすべてできて正解） －

（２ （１））

３

（１） １２ （２） ４y − y＝ ＝
χ χ

‐



数学１ ４章 比例・反比例「反比例の表，式，グラフ」＜応用問題①＞

組 番 名前

１ 満水の状態から毎分３ ずつ水を抜くと，３５分間でL
L空になる貯水タンクがあります 満水の状態から毎分χ。

ずつ水を抜いたとき，空になる時間をｙ分として，次の

問いに答えなさい

（１）ｙをχの式で表しなさい。

（２）χとｙはどのような関係にありますか。

（３）この貯水タンクのバルブを開くと，最少でも毎分１ ，全開では毎分１５ 流れL L
出ます。このとき，χとｙの変域をそれぞれ答えなさい。

χの変域

ｙの変域

２ 右の図で，点Ａは ｙ＝χ のグラフと，ある ｙ

反比例のグラフの交点です。また，点Ｂの座標 ｙ＝χ

は （６，０）です。，

また，原点と点Ａ，点Ｂとをそれぞれ結んだ

△ＡＯＢの面積は１２㎝ になりました。２

ａ
（ただし，座標軸の１目盛りを１㎝とする ） Ａ。

このとき，次の問いに答えなさい。 ｙ＝ χ
（１）点Ａの座標を求めなさい。

χ
ＢO

（２）反比例のグラフの式を求めなさい。

（３）この反比例のχの変域を２≦χ≦６としたときのｙの変域を求めなさい。



＜応用問題①・解答＞数学１ ４章 比例・反比例 「反比例の表，式，グラフ」

105
１ (１) ｙ＝ （２）反比例 (３) １≦χ≦１５，７≦ｙ≦１０５

χ

【解説】

(１) （全体の量）＝（ 分あたりの流量）×（時間）1
したがって，全体の量は，３（ ）×３５（分）＝１０５（ ）L L
また （時間）＝（全体の量）÷（ 分あたりの流量）， 1

105
したがって，

ｙ＝
χ

（ ） ， 。 ， 。３ 最少で １分あたり１ の水が流れ出る したがって １０５分かかるL
全開で，１分あたり１５ の水が流れ出る。したがって，７分かかる。L
よって， １≦χ≦１５ ，７≦ｙ≦１０５

８16
２ (１) （４，４）(２) ｙ＝ (３) ≦ｙ≦８

３χ

【解説】

(１)△ＡＯＢの面積を，底辺をＯＢ，高さを点Ａのｙ座標として考える。

高さの値が不明であることから，ｈ（㎝）とすると

６×ｈ÷２＝１２

， ，３ｈ＝１２ 点Ａは ｙ＝χのグラフ上の点でもあることから

ｈ＝４ したがって，点Ａの座標は（４，４）になる。

ａ
(２)反比例 ｙ＝ のグラフが，点Ａ（４，４）を通ることから

χ

16ａ
４＝ したがって，ａ＝１６ →ｙ＝

χ４

16
(３)反比例 ｙ＝ の関係を表に表すと，次のようになる。

χ

ｙの値は，χの増加

χ ・・・ ２ ・・・・ ６ ・・・ にともなって，減少

する。

８ したがって，変域は
ｙ ・・・ ・・・・ ・・・８

３ ８

。３ となる
≦ｙ≦８



数学１ ４章 比例・反比例「反比例の表，式，グラフ」＜応用問題②＞

組 番 名前

ｂ ｃ
比例のグラフｙ＝ａχと反比例のグラフｙ＝ ，ｙ＝ があります。ｙ＝ａχχ χ

ｂ
とｙ＝ は２点Ａ，Ｂで交わり，Ａの座標は（４，３）です。下の図のように，線χ

分ＡＢが対角線となる長方形ＡＣＢＤをつくり，点Ｄの座標が原点にくるようにこの

ｃ
長方形をずらしたところ，点Ｃがｙ＝ のグラフ上の点Ｃ’と重なりました。χ
ａ，ｂ，ｃの値を求めなさい。

ｙ

ｃ

ｙ＝ａχ
ｙ＝

χ

Ｃ’ Ａ’

ｂＣ
Ａ

ｙ＝
χ

Ｂ’
χ

Ｏ

Ｂ Ｄ



＜応用問題②・解答＞数学１ ４章 比例・反比例「反比例の表，式，グラフ」

３
ａ＝ ― ，ｂ＝１２，ｃ＝－４８

４

【解説】

ｂ ３
ｙ＝ａχ と ｙ＝ ― は，点Ａ を通るので，ａ＝ ―，ｂ＝１２であ（４，３）

４χ

る。

また，点Ｃは（－４，３）であり，そこから移動した点Ｃ’は（－８，６）

となる。

は，この（－８，６）を通ることから，ｃ＝－４８となる。
ｃ

χ
ｙ＝


